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	（１）最初に、会員の一人から、次のとおり、議題に関する報告が行われた。
	○　免職処分取消等請求事件（広島地裁平成29年８月２日判決（労働判例1169号27頁）。以下「本判決」という。）は、条件付採用期間中の刑務官に対する分限免職処分が、労働基準法19条１項に違反し、あるいは裁量権を逸脱・濫用するなどとして、分限免職処分の取消しを求めるとともに、休業損害・慰謝料等の損害賠償を求めた事案である。
	○　国公法は、附則16条で、一般職の国家公務員への労基法の適用を除外している。しかし他方で、第１次改正法律附則３条は、「別に法律が制定実施されるまでの間、国家公務員法の精神にてい触せず、且つ、同法に基づく法律又は人事院規則に定められた事項に矛盾しない範囲において」、労基法の規定の準用を認めており、国家公務員に労基法19条1項の規定が準用されるか否かは一義的に明らかとはいえない。
	○　本件では、Ｘの病気休暇中に分限免職処分が行われているため、Ｘの傷病に公務起因性が認められ、かつ、労基法19条1項の規定の準用が認められた場合には、本件処分は違法となる可能性があるという問題点がある。
	○　裁判所の判断は、労基法19条１項が正式に任用された国家公務員に適用されるか否かを判断した上で、労基法19条１項が条件付採用期間中の国家公務員に適用されるか否かを判断するという二段階の判断をしている。
	○　本判決は、労基法19条１項が正式に任用された国家公務員に適用されるか否かについて、既に労基法19条１項とは別に法律が制定実施されているというべきであり、また、労基法19条１項を適用することは分限処分に関する国家公務員法等の規定の趣旨に抵触すると解されるとして、適用・準用を否定している。控訴審判決も同旨である。
	○　本判決は、労基法19条１項が条件付採用期間中の国家公務員に適用されるか否かについて、既に労基法19条１項とは別に法律が制定実施されているというべきであり、また、正式に任用された国家公務員にすら認められない労基法19条１項の適用・準用を条件付採用期間中の国家公務員に認めることは分限処分に関する国家公務員法等の規定の趣旨に抵触すると解されるとして、適用・準用を否定している。控訴審判決も同旨である。
	〇　最近の裁判例をみると、条件付採用期間中の分限処分については、その趣旨・目的からして、正規職員の場合と比べ、任命権者に比較的広い裁量を認めつつ、他方で、処分事由とされた事実の存否については詳細な認定がされ、その判断は個々の事実に対する任命権者の評価の当・不当にまで及んでいるといえる。
	○　正規職員の場合と比べ、任命権者に比較的広い裁量が認められるのは、継続任用の適否の判断部分のみであり、勤務実績不良等の事実の存否の部分は客観的、合理的な判断が必要であるとされている。
	○　処分事由とされた過誤が、注意、指導等により容易に矯正可能な過誤である場合、あるいは条件付採用期間中の指導体制が不十分であると判断された場合、裁量権の逸脱・濫用があるとの判断に傾く可能性が高いと思われる。
	○　採用前の行為は、「勤務実績不良」判断の材料としては使えないが、本判決では、「適格性」判断の資料としてかなり重視しているように思われる。

